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の会の経験から」『シリーズ 4 公開連続企画「ケア新時代シリーズ第 3 期－当事者のまなざし」』（立命館大学人間科学研究所発行）、
2003 年、1 ～ 26 頁。http://www.ritsumeihuman.com/uploads/publications/93/onda.pdf
　また、山田さんが京都の「学校に行かない子と親の会」に参加した経緯については、山田潤「学校に『行かない』子どもたち――〈親
の会〉が問いかけていること」（佐伯胖ほか編『いじめと不登校』岩波書店、1998 年、187 ～ 208 頁）で述べられている。













































































⑵その後、山田さんは板金工場勤務を経て、大阪府立工業高校定時制課程の英語科教員になる。この経緯については 2016 年 10 月１日
に武庫川女子大学教育研究所で開催された山田さんの講演「教室から職場への移行――なにがほんとうの問題か」で語られた。講演
録は近刊の『臨床教育学研究』23 号（武庫川女子大学大学院臨床教育学研究科発行）に掲載予定である。







































































































































































 日時　2016 年９月 11 日（日）13：30 ～ 17：00
 場所　YMCAアジア青少年センター１階ホール

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































が 10 代から 20 代の高校中退者から上がって
いるということは、現在それだけ家族福祉の機
能が低下して、かれらの生活基盤が脆弱である
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































⑵山田潤さんの連載記事は 2016 年 11 月号は休載で、同号には本資料集所収の 25 周年記念集会のアンケート記述や、永田仁美さんの記
念集会に参加しての感想が掲載された。
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朝日新聞　08 年４月 2₇ 日朝刊　社会面
連載企画「60 歳の憲法と私」
若者こそ　考え論じて



















































































































































































































































































08 年１月 12 日号が、「北欧はここまでやる　格
差なき成長は可能だ！」と題して、かなり読み応
えのある特集を ₃₃ ページにわたって組んでいる。





































































































「テストに合格した生徒は B 班より A 班のほ
うが多い」「A 班の一番点数の低い生徒を除けば、
A 班の生徒は B 班の生徒より良い」「80 点以上を













































































































































































































学 校 と 社 会
その１
















































































































“Can’t Buy Me Love” をもじって、“Money Can’t
Buy Education” としたのです。
そこに、つぎのように書きました。































































学 校 と 社 会
その２

















































































































































































































































































































































































































































































































₂₀₀₈ 年 ₁₁ 月号




































































































































































₂₀₀₈ 年 ₁₂ 月号
囲うな　　囲われるな























































































































































































































































































































































































































































































































































年間交通事故死者数は 100 万人とも 120 万人と
も言われています。











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































異常ですが（1975 年の初年度納付金は 85000 円、

















































































































































































































































































































































































































































































₂₀₀₉ 年 ₁₀ 月号
「英語の世紀」のなかで
母語・「国語」・普遍語















































































































































































₂₀₀₉ 年 ₁₁ 月号
「英語の世紀」のなかで
母語・「国語」・普遍語　ことばの三層構造



















































































































































































₂₀₀₉ 年 ₁₂ 月号
「英語の世紀」のなかで
二つの立場


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































the class, entre les murs, などのキーワードでビ
デオ検索すると、もっとたくさんのクリップを見
ることができます）。





pupils reflect the tensions and culture of a nation. 
は、「生徒たちは、一国の文化のありようとその
葛藤を体現する」とでも訳せばよいだろう。The 














































































































































































































































































































































































































₂₀₁₀ 年 ₁₀ 月号
「教育も仕事も　壮大な詐欺」
教育と仕事の関係について７




















































また、こんな記述もある。「1987 年から 10 年ご
とに新入社員の会社の選択理由の変化をみると、
「自分の能力、個性を生かせるから」という理由





































































































₂₀₁₀ 年 ₁₁ 月号
教育と仕事の関係について
改題「教育も仕事も　壮大な詐欺」８
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₂₀₁₁ 年 ₂ 月号
教育と仕事の関係について
続「日本は資源のない国だから」11



































































































朝日新聞 10 年８月 15 日

















₂₀₁₁ 年 ₃ 月号
教育と仕事の関係について
続々「日本は資源のない国だから」12


































































































































₂₀₁₁ 年 ₄ 月号
教育と仕事の関係について
教科書が分厚くなった春に 13






















































































































































₂₀₁₁ 年 ₅ 月号
教育と仕事の関係について
きれいに削られた鉛筆 14



































































































































た。国際連合の発足は 1945 年 10 月、世界人権






















₂₀₁₁ 年 ₆ 月号
教育と仕事の関係について
なにもしないということがあろうか 15

























































































































































₂₀₁₁ 年 ₇ 月号
教育と仕事の関係について
「なぜ いま これを勉強するわけ？」16




















































































































































₂₀₁₁ 年 ₈ 月号
教育と仕事の関係について
ふたたび「なぜ いま これを勉強するわけ？」17










































































































































































没は 1859 年～ 1952 年で、単純に引き算すると
57 歳だったことになる）を刊行したころ、デュー
₂₀₁₁ 年 ₉ 月号
教育と仕事の関係について
デューイのデモクラシー 18





























































































































































₂₀₁₁ 年 ₁₀ 月号
教育と仕事の関係について
ちょっと小休止 19























































































































₂₀₁₁ 年 ₁₁ 月号
教育と仕事の関係について
いつ、なにを、どのように 20








































































































































































₂₀₁₁ 年 ₁₂ 月号
教育と仕事の関係について
いつ、なにを、どのように（続）21
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2012 年 2 月号
「内申書」について（２）





















































































































































2012 年 3 月号
「内申書」について（３）





















































































































































2012 年 4 月号
「内申書」について（４）































































































るきに得点が加算された。 （同上書　24 ～ 25）




2012 年 5 月号
「内申書」について（５）
とうとうはじまった。産経新聞電子版（５月７






















































































































































































































































2012 年 6 月号
「内申書」について（６）

































































































































































2012 年 7 月号
成績をつけるという仕事
「内申書」について（７）












































































































































































2012 年 8 月号
成績をつけるという仕事
「内申書」について（８）



































































































































































2012 年 9 月号
府教委 「絶対評価」導入を決める
「内申書」について（９）





















































































































































2012 年 10 月号
「評価」だれが、なにを、なんのために
「内申書」について（10）



























































































































































2012 年 11 月号
大阪府教委生徒・保護者による授業評価マークシート（見本）を提示
「内申書」について（11）































































































































































2012 年 12 月号
「教育評価」に呪縛される教師と生徒
「内申書」について（12）







































































































































































































































　1879（明治 12）年の教育令第 46 条は「オヨソ
学校ニ於イテハ生徒ニ体罰（殴チ或ハ縛スルノ類）
ヲ加フヘカラス」と記していた。そして 1900（明
































































₂₀₁₃ 年 ₂ 月号
ずっと気になっていること
「体罰」は日本の伝統か
























































































ことを目指して「教育ある労働力 educated labor 
」の陶冶が叫ばれている。「懲戒」が必要な教育
とはなにか。いま問われているのはこれだと思う。






























































a b c d e f g h i j k l m 計













₂₀₁₃ 年 ₃ 月号
ずっと気になっていること
「体罰容認」論をどう理解するか





























































‘ なぐる ’ ということを恐れない生徒に口で注意
して通じるのだろうか。教師もある意味、生徒か






























時々に自分でしなければならない。‘ 教師 ’ とい
う仕事に不安を感じる。











































































₂₀₁₃ 年 ₄ 月号
このごろ気になっていること
「親の会」の経験をどうつないでいくか



















































































































































₂₀₁₃ 年 ₅ 月号
「潜水土木科」で学ぶ高校生がいる
「普通科高校」は「普通」ではない




































































































































































































































































₂₀₁₃ 年 ₇ 月号
「アスコーマーチ」から「銀の匙」へ
「普通科高校」は「普通」ではない　３



















































































































































₂₀₁₃ 年 ₈ 月号
本格実施がはじまった
生徒・保護者による「授業評価アンケート」





























































































































₂₀₁₃ 年 ₉ 月号
本格実施がはじまった生徒・保護者による「授業評価アンケート」
（２）　第１回アンケートの集計結果が出た






























































































































₂₀₁₃ 年 ₁₀ 月号
「教育評価」に呪縛される教師と生徒
『人間の壁』再読

































































































































































₂₀₁₃ 年 ₁₁ 月号
「教育評価」に呪縛される教師と生徒
『人間の壁』再読　（２）












































































































































































₂₀₁₃ 年 ₁₂ 月号
「教育評価」に縛られる教師と生徒
病後のストレッチ運動
































































































































































































































































































































2014 年 2 月号
あらためて
「なんで学校に行くの？」





































































































































































2014 年 3 月号
「学校」から解き放たれるということ


















































































































































































2014 年 4 月号
「教育」から解き放たれるということ































































































じられている。昨年末 12 月 11 日から同 28 日に




































































2014 年 5 月号
学校がなければ　学籍がなければ

























































































































































2014 年 6 月号
学校がなければ　学籍がなければ
（２）










































































































































































2014 年 7 月号
石垣りん　から　赤坂真理へ
手を貸すことのできない、その重み
























































































































































































2014 年 8 月号
「成績をつける」という先生の仕事



















































































































第１区分 第２区分 第３区分 第４区分 第５区分











５ ４ ３ ２ １









て 24 とか 38 などとなるのであり、大阪府条例の





























2014 年 9 月号
「絶対評価」というフィクション































































































































































2014 年 10 月号
学生たちを苦しめているもの
























































































































2014 年 11 月号
学生たちを苦しめているもの（２）















































































2014 年 11 月 14 日午後 8 時 14 分、父、山田裕
二が亡くなった。大正 10 年、ということは 1921










































































2014 年 12 月号
父が亡くなった

































































































































































































































































































2015 年 2 月号
「大阪の会」の 24 年（ 2）
「こどもの貧困」が見えない長欠統計














































1000 人中 52.1 人、言い換えれば 19 人に１人が
生活保護受給者という割合は全国的にもたいへん
高い数値です。門真市のホームページでは、この











































































































　２月 27 日の午前９時からの 20 分ほど、衆議
院の予算委員会で山本有二議員（自民党）が川崎
2015 年 3 月号
「大阪の会」の 24 年（ 3）
「長期欠席」と言えばいいものを























































































































































2015 年 4 月号
「大阪の会」の 24 年（ 4）
なんのための学校教育

















































































































































2015 年 5 月号
「大阪の会」の 24 年（ 5）
『キャリア教育のウソ』
















































































































校の欄の最下段の 68％は、7.5 ＋ 10.7 ＋ 5.7 ＝


























2015 年 6 月号
「大阪の会」の 24 年（ 6）
「就職」のための「教育」か





















































































































































2015 年 7 月号
「大阪の会」の 24 年（ 7）
「就職」のための「教育」か（２）




































































































































































2015 年 8 月号
「大阪の会」の 24 年（ 8）
学校は安心して通える場になりうるか


























































































































































2015 年 9 月号
「大阪の会」の 24 年（ 9）
「学校を休んで図書館へいらっしゃい」









































































































































































2015 年 10 月号
「大阪の会」の 24 年（10）
「教育機会多様化法案」のゆくえ






































































































































































2015 年 11 月号
「大阪の会」の 24 年（11）
「教育機会多様化法案」のゆくえ（続）























































































































































































2015 年 12 月号
「大阪の会」の 24 年（12）
「教育機会〈多様化〉法案」のゆくえ（続々）






























































































































































「大阪の会」の 25 年（ 1）
二転三転する「義務教育拡充法案」








































































































































































2016 年 2 月号
「大阪の会」の 25 年（ 2）
改装なったココナッツハウスで
























































































































































2016 年 3 月号
「大阪の会」の 25 年（ 3）
なぜ「不登校対策」法になり果てたのか


































































































































































2016 年 4 月号
「大阪の会」の 25 年（ 4）
「不登校」のこんな定義、法で決めてよいのか















































































































































2016 年 5 月号
「大阪の会」の 25 年（ 5）
「義務教育機会確保法案」今国会に提出へ




































































































































































2016 年 6 月号
「大阪の会」の 25 年（ 6）
「義務教育機会法案」継続審議に





















































































































































2016 年 7 月号
「大阪の会」の 25 年（ 7）
25 年のあいだに何が変わったか


























































































































































2016 年 8 月号
「大阪の会」の 25 年（ 8）
９：11（日）25 周年記念集会に向けて





























































































































































2016 年 9 月号
「大阪の会」の 25 年（ 9）
なぜ「親の会」なのか






























































































９月例会で第 300 回を数えています。１年 12 カ
































たのが、2001 年には 138,722 人へと、その 10 年
間に年々増えつづけて倍増するに至っています。




















2016 年 10 月号
「大阪の会」の 25 年（10）
記念集会について 司会者としての反省もまじえて

























































































































































2016 年 12 月号
「大阪の会」の 25 年（11）
心から喜んでいる人がいるのだろうか「不登校対策法」　国会で可決・成立
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